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王
治
本
　明
治
三
十
九
年
　北
海
道
に
お
け
る
詩
作
と
交
流 
　
　
―
小
樽
・
札
幌
・
室
蘭
・
函
館（
第
一
回
）
柴
　田
　清
　継
「
武
庫
川
国
文
」
第
八
十
九
号
　抜
刷
令
和
二
年
十
一
月
一
日
　発
行
　
　
は
じ
め
に
　
王
治
本
は
明
治
（
以
下
、「
明
治
」
の
年
号
は
省
略
す
る
）
三
十
九
年
の
秋
冬
、
北
海
道
を
訪
れ
、
小
樽
・
札
幌
・
室
蘭
・
函
館
を
漫
遊
し
た
。
そ
の
各
地
で
の
詩
作
と
そ
れ
を
通
し
て
の
交
流
の
様
子
を
、
各
種
の
資
料
に
基
づ
き
跡
付
け
て
み
た
い
。
資
料
が
比
較
的
豊
富
で
、
長
編
と
な
る
た
め
、
四
回
に
分
け
て
発
表
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
　
一
、
小
樽
㈠
「
小
樽
雑
詠
」
　
王
治
本
は
、
三
十
九
年
の
正
月
か
ら
尾
張
・
伊
勢
・
越
前
・
三
河
を
巡
っ
て
、
八
月
末
ま
で
に
横
浜
の
寓
居
に
帰
着
し
た
。
そ
の
後
、
海
路
で
小
樽
に
至
っ
た
模
様
だ
が
、
そ
の
時
期
は
い
つ
ご
ろ
だ
っ
た
か
。
以
下
に
紹
介
す
る
「
小
樽
雑
詠
」
は
、
こ
の
年
の
十
月
二
十
七
日
と
二
十
八
日
の
『
伊
勢
新
聞
』
文
苑
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
伊
勢
へ
の
郵
送
に
要
す
る
時
間
を
考
え
れ
ば
、
遅
く
と
も
十
月
二
十
日
前
後
に
は
小
樽
に
到
着
し
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
　
こ
の
件
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
材
料
は
、
も
う
一
つ
あ
る
。
当
時
伊
藤
博
文
に
随
行
し
て
漢
城
（
現
在
の
ソ
ウ
ル
）
の
韓
国
統
監
府
に
在
勤
し
て
い
た
矢
土
錦
山
が
十
月
二
十
八
日
付
で
王
治
本
に
書
き
送
っ
た
書
状
の
下
書
き
（
井
上
孝
榮
氏
所
蔵
）
の
中
で
、
王
治
本
の
「
小
樽
襍
詠
」
二
十
首
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。北
海
道
か
ら
漢
城
へ
の
郵
送
に
要
す
る
時
間
は
、ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
王
治
本
の
こ
の
作
品
の
『
伊
勢
新
聞
』
へ
の
掲
載
に
は
、
松
阪
に
実
家
が
あ
り
伊
勢
の
漢
詩
文
壇
に
大
き
な
影
響
力
の
あ
っ
た
錦
山
が
介
在
し
て
い
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。と
な
る
と
、王
治
本
か
ら
錦
山
へ
の
書
信
送
付
、
錦
山
か
ら
当
時
の
『
伊
勢
新
聞
』
漢
詩
文
欄
の
担
当
者
田
端
鑑
海
へ
の
書
信
送
付
に
要
す
る
日
数
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
王
治
本
の
小
樽
到
着
は
、
さ
ら
に
早
ま
っ
て
、
十
月
初
め
と
見
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
。１
　
そ
の
「
小
樽
雑
詠
」
の
第
四
、五
、八
、十
六
、二
十
首
を
除
く
、
他
の
十
五
首
を
以
下
に
掲
げ
よ
う
。
①
②
等
の
番
号
を
冠
し
て
、
第
何
首
で
あ
る
か
示
す
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
小
樽
雑
詠　
　
漆
園　
王
治
本
①
休
道
如
樽
一
小
湾　
　
道
う
休
か
れ　
樽
の
如
き
一
小
湾
と
萬
千
邨
舎
繞
崖
環　
　
萬
千
の
邨
舎　
崖
を
繞
り
て
環
る
東
来
船
到
勝
川
口　
　
東
来
の
船　
勝
川
〔
勝
納
川
〕
口
に
到
り
認
取
巍
巍
天
狗
山　
　
認
取
す　
巍
巍
た
る
天
狗
山
王
治
本　
明
治
三
十
九
年　
北
海
道
に
お
け
る
詩
作
と
交
流　
―
小
樽
・
札
幌
・
室
蘭
・
函
館
（
第
一
回
）
柴
田
清
継
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②
昔
時
荒
辟
未
曾
開　
　
昔
時
は
荒
辟
に
し
て
未
だ
曾
て
開
け
ず
雪
浪
奔
騰
岸
欲
頽　
　
雪
浪　
奔
騰
し　
岸　
頽
れ
ん
と
欲
す
殖
地
移
民
三
十
載　
　
地
を
殖
し
民
を
移
し
て
三
十
載
而
今
滄
海
尽
楼
臺　
　
而
今　
滄
海　
尽
く
楼
臺
③
両
道
防
堤
鎖
似
屏　
　
両
道
の
防
堤　
鎖
す
こ
と
屏
に
似
た
り
魚
帆
帰
処
浪
花
腥　
　
魚
帆　
帰
る
処　
浪
花　
腥
し
東
西
町
堺
相
連
接　
　
東
西
の
町
堺　
相
連
接
し
街
市
宛
如
張
扇
形　
　
街
市　
宛
も
扇
を
張
る
形
の
如
し
⑥
漁
家
多
在
八
舟
湾　
　
漁
家
は
多
く
八
舟
湾
に
在
り
園
圃
新
開
傍
北
岑　
　
園
圃　
新
た
に
開
き
て
北
岑
に
傍
う
海
産
鱒
鮭
林
果
実　
　
海
は
鱒
鮭
を
産
し　
林
は
果
実
豊
収
歳
入
萬
千
金　
　
豊
収　
歳
入　
萬
千
金
⑦
砂
川
地
脉
属
辺
陲　
　
砂
川
の
地
脉
は
辺
陲
に
属
し
文
献
難
捜
山
海
奇　
　
文
献　
捜
し
難
し　
山
海
の
奇
便
覧
一
編
新
著
説　
　
便
覧
一
編　
新
た
に
説
を
著
し
討
論
沿
革
到
蝦
夷　
　
沿
革
を
討
論
し
て　
蝦
夷
に
到
る
⑨
龍
院
鐘
声
夜
半
時　
　
龍
院
〔
龍
徳
寺
〕
の
鐘
声　
夜
半
の
時
梨
堂
相
国
有
題
辞　
　
梨
堂
相
国　
題
辞　
有
り
何なん
ぴ
と人
増
写
江
山
勝　
　
何
人
か
江
山
の
勝
を
増
写
し
十
二
新
吟
唱
竹
枝　
　
十
二
新
吟　
竹
枝
を
唱うた
う
⑩
公
園
勝
占
狥
２
峯
隅　
　
公
園　
勝　
占
む　
狥
峯
の
隅
春
日
山
花
錦
繡
舗　
　
春
日　
山
花　
錦
繡
の
ご
と
舗
く
高
処
遙
瞻
煙
水
濶　
　
高
き
処　
遙
か
に
煙
水
の
濶
き
を
瞻
れ
ば
恍
如
身
入
輞
川
図　
　
恍
と
し
て　
身　
輞
川
図
に
入
る
が
如
し
⑪
絶
佳
煙
景
水
天
宮　
　
絶
佳
な
る
煙
景　
水
天
宮
兀
立
高
邱
気
象
雄　
　
高
邱
に
兀
立
し　
気
象　
雄
な
り
会
賞
秋
凉
明
月
夜　
　
会
た
ま
賞
す　
秋
凉　
明
月
の
夜
銀
盤
散
綵
落
波
中　
　
銀
盤　
綵
を
散
じ
て　
波
中
に
落
つ
⑫
文
明
時
代
建
霊
幡　
　
文
明
な
る
時
代　
霊
幡
を
建
て
古
廟
巍
然
海
上
村　
　
古
廟　
巍
然
た
り　
海
上
の
村
四
百
年
来
神
爽
赫　
　
四
百
年
来　
神
爽　
赫
か
な
り
声
声
社
鼓
賽
中
元　
　
声
声　
社
鼓　
中
元
に
賽むく
ゆ
⑬
繖
山
高
処
有
陵
堂　
　
繖
山　
高
き
処　
陵
堂　
有
り
良
夜
風
清
月
似
霜　
　
良
夜　
風　
清
く　
月　
霜
に
似
た
り
隔
院
幽
人
閑
覓
句　
　
院
を
隔
て
て　
幽
人　
閑
に
句
を
覓
め
東
籬
独
酌
聴
寒
螿　
　
東
籬　
独
り
酌
み　
寒
螿
を
聴
く
⑭
地
産
硫
黄
漲
燠
流　
　
地　
硫
黄
を
産
し　
燠
流　
漲
る
蒼
崖
峭
峙
祝
津
陬　
　
蒼
崖　
峭
峙
す　
祝
津
の
陬くま
阿
誰
浴
罷
招
舟
子　
　
阿た
誰れ
か
浴
し
罷
わ
り
て
舟
子
を
招よ
び
擬
効
蘇
髯
赤
壁
遊　
　
蘇
髯
〔
蘇
軾
の
こ
と
〕
赤
壁
の
遊
に
効
わ
ん
と
擬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
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⑮
怪
巖
峭
峙
壁
鎖
神
３　
　
怪
巖　
峭
峙
し
て　
壁　
神
を
鎖
す
百
丈
澂
潭
溯
古
初　
　
百
丈
の
澂
潭　
古
初
〔
太
古
〕
に
溯
る
最
是
冬
寒
風
浪
急　
　
最
も
是
れ
冬　
寒
く　
風
浪　
急
な
り
飛
濤
捲
雪
画
難
如　
　
飛
濤　
雪
を
捲
き　
画
も
如
き
難
し
⑰
燠
室
能
回
地
気
温　
　
燠
室　
能
く
地
気
を
回
ら
し
て
温
か
ら
し
め
寒
冬
花
木
緑
猶
繁　
　
寒
冬　
花
木　
緑
に
し
て
猶
お
繁
し
行
看
珍
鳥
飛
鳴
処　
　
行
く
ゆ
く
珍
鳥　
飛
び
鳴
く
を
看
る
処
彷
彿
東
臺
動
物
園　
　
彷
彿
た
り
東
臺
の
動
物
園〔
東
京
の
上
野
動
物
園
〕
⑱
水
陸
通
行
到
客
多　
　
水
陸　
通
行
し
て　
到
客　
多
し
鶏
声
茅
店
夜
如
何　
　
鶏
声　
茅
店　
夜　
如
何
馬
周
莫
道
無
人
識　
　
馬
周　
道
う
莫
か
れ　
人
の
識
る
無
し
と
伊
六
旅
亭
安
楽
窩　
　
伊
六
旅
亭　
安
楽
窩
⑲
楼
頭
風
捲
酒
帘
青　
　
楼
頭　
風　
捲
く　
酒
帘
の
青
有
客
尋
詩
酌
緑
　
　
客　
有
り　
詩
を
尋もと
め　
緑
を
酌
む
我
欲
邀
明
４
同
一
酔　
　
我　
明とも
を
邀
え
て
同
に
一
た
び
酔
わ
ん
と
欲
す
迎
陽
亭
上
喚
娉
婷　
　
迎
陽
亭
〔
料
理
店
の
名
〕
上　
娉
婷
〔
奇
麗
所
〕
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喚
ば
ん
　
第
七
首
の
「
便
覧
」
は
、
王
治
本
の
小
樽
訪
問
の
数
か
月
前
に
出
版
さ
れ
た
垣
田
一
郎
著
『
小
樽
便
覧
』５
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
第
九
首
承
句
の
「
梨
堂
相
国
」
は
、
三
条
実
美
（
一
八
三
七
～
一
八
九
一
）
の
こ
と
。
九
年
八
月
、
太
政
大
臣
と
し
て
山
県
有
朋
陸
軍
卿
・
伊
藤
博
文
工
部
卿
・
寺
島
宗
則
外
務
卿
ら
と
と
も
に
、「
北
巡
」
の
一
環
と
し
て
小
樽
を
視
察
し
た
６
。
こ
の
一
首
の
後
半
に
関
し
て
は
、
浪
越
重
隆
『
小
樽
案
内
』
に
「
小
樽
十
二
勝
」
と
い
う
項
目
を
掲
げ
、「
桂
陵
散
史
曾
て
十
二
勝
を
選
ぶ
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
関
係
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
７
。
第
十
八
首
承
句
の
「
鶏
声
茅
店
」〔
鶏
の
鳴
き
声
と
茅
葺
の
旅
籠
〕
は
、
温
庭
筠
の
「
商
山
早
行
」
詩
に
見
え
る
語
。
転
句
は
、
唐
の
馬
周
が
新
豊
の
逆
旅
で
主
あ
る
じ
に
構
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
所
謂
「
馬
周
困
新
豊
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
こ
の
典
故
が
比
喩
す
る
こ
と
の
多
い
「
懐
才
不
遇
、
英
雄
失
路
」
の
意
味
は
、
こ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
結
句
の
「
伊
六
旅
亭
」
は
、
上
述
『
小
樽
便
覧
』
の
「
旅
館
」
の
条
で
「
設
備
の
良
を
以
て
旅りよ
じ
ん
か
ん
人
間
に
鳴
る
」
旅
館
と
し
て
越
中
屋
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
キ
ト
旅
店
」の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
館
主
が
谷
伊
六
だ
っ
た
。
㈡
小
笠
原
菱
崖
・
石
井
芥
屋
ら
と
の
交
流
　
王
治
本
が
小
樽
で
交
流
し
た
相
手
と
し
て
は
、
ま
ず
小
笠
原
菱
崖
と
石
井
芥
屋
の
両
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
十
九
年
十
一
月
十
日
の
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』（
以
下
、
略
し
て
『
北
海
』
と
称
す
る
）
の
「
文
苑
」
に
次
の
よ
う
な
聯
句
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
菱
崖
席
上
聯
吟
作
三
絶
節
近
重
陽
酔
也
佳　
　
節　
重
陽
〔
十
月
二
十
六
日
〕
に
近
く　
酔
う
も
佳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
〔
芥
屋
〕
登
高
有
約
幾
人
偕　
　
登
高　
約　
有
り　
幾
人
か
偕
に
せ
ん〔
王
治
本
〕
他
郷
酒
比
家
郷
薄　
　
他
郷
は
酒　
家
郷
よ
り
薄
し
〔
菱
崖
〕
興
到
何
妨
落
客
釵　
　
興　
到
ら
ば　
何
ぞ
妨
げ
ん　
客
の
釵
を
落
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
〔
芥
屋
〕
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纔
得
相
逢
酒
一
杯　
　
纔
よ
う
や
く
得
た
り　
相
逢
い
て
酒
一
杯
〔
王
治
本
〕
尊
前
端
的
別
愁
催　
　
尊
前
〔
酒
樽
の
前
〕
は
端
つ
ま
る
的
と
こ
ろ　
別
愁　
催
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
芥
屋
〕
他
年
団
坂
会
陶
節　
　
他
年　
団
坂
に
て
陶
節
に
会
わ
ば
８〔
菱
崖
〕
酔
倒
９
東
籬
夜
未
回　
　
東
籬
に
酔
い
倒
れ
て
夜
も
未
だ
回かえ
ら
ざ
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
王
治
本
〕
蓽
門
今
夕
迓
高
人　
　
蓽
門　
今
夕　
高
人
を
迓
え
た
り
〔
菱
崖
〕
我
是
天
涯
漂
泊
身　
　
我
は
是
れ
天
涯
漂
泊
の
身
〔
王
治
本
〕
此
処
泥
痕
留
雪
爪　
　
此こ
処こ
の
泥
痕　
雪
爪
〔
僅
か
な
痕
跡
〕
を
留
め
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
芥
屋
〕
尊
前
一
酔
覚
詩
新　
　
尊
前　
一
酔　
詩
の
新
た
な
る
を
覚
ゆ
〔
菱
崖
〕
　
小
笠
原
菱
崖
（
一
八
六
八
？
～
？
）、
名
は
辰
治
、
山
形
県
鶴
岡
の
出
身
、
東
京
の
「
湯
嶋
済
生
学
舎
」
で
医
を
学
び
、
二
十
九
年
秋
、「
居
を
小
樽
に
卜
し
、
始
め
て
門
を
開
き
診
療
を
事
と
す
」る
よ
う
に
な
っ
た
　10
。
石
井
芥
屋（
一
八
六
四
～
？
）
は
、
名
は
亮
、『
百
花
欄
』
第
九
集
（
三
十
六
年
九
月
）
の
「
作
家
姓
氏
」
に
「
渡
島
函
館
人　
小
樽
市
稲
穂
町
寓
」
と
あ
る
以
外
、
未
詳
で
あ
る
。
　
そ
の
他
、
同
日
の
『
北
海
』
文
苑
に
載
る
菱
崖
の
他
の
作
品
（「
苹
菓
一
籃
贈
随
鷗
吟
社
諸
賢
代
翰
」「
苹
菓
贈
石
埭
永
坂
先
生
」「
観
楓
会
車
上
口
占
」）
に
は
王
治
本
の
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
北
海
道
立
図
書
館
に
「
関
場
理
堂
資
料
」
と
名
付
け
ら
れ
た
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
十
六
年
に
北
海
病
院
（
後
の
北
辰
病
院
）
を
開
業
し
、
北
海
道
の
医
業
に
大
な
る
寄
与
を
な
す
と
と
も
に
、
漢
詩
人
と
し
て
も
才
能
を
発
揮
し
た
会
津
出
身
の
関
場
不
二
彦
（
一
八
六
五
～
一
九
三
九
）、
号
理
堂
の
様
々
な
方
面
に
わ
た
る
旧
蔵
資
料
の
集
成
で
あ
る
。
そ
の
№
72
「
唫
社
雅
集　
切
抜
紙
片
」
と
銘
打
っ
た
資
料
群
は
、
新
聞
漢
詩
欄
―
す
べ
て
『
北
海
』
の
文
苑
と
見
ら
れ
る
―
の
切
り
抜
き
を
張
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
芥
屋
の
作
品
が
あ
る
。
筆
者
は
数
年
来
、
国
立
国
会
図
書
館
、
及
び
道
立
図
書
館
を
含
む
北
海
道
の
図
書
館
・
文
書
館
で
、『
北
海
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
閲
覧
調
査
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紙
上
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
上
）
で
は
未
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
の
だ
が
、
次
の
よ
う
な
切
り
抜
き
が
存
在
す
る
以
上
、
石
井
芥
屋
と
王
治
本
と
で
唱
和
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
紹
介
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
　
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
「
贈
王
園
老
先
生
索
和
五
首
」
と
「
和
芥
屋
詞
兄
郢
政
」
で
あ
る
。
関
場
理
堂
資
料
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
の
閲
覧
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
前
者
の
方
で
は
判
読
し
に
く
い
字
が
三
割
ほ
ど
を
占
め
、
扱
い
に
困
る
が
、
幸
い
、
五
首
の
う
ち
の
二
首
―
第
三
首
と
第
四
首
―
は
『
随
鷗
集
』
第
二
十
七
編
（
三
十
九
年
十
二
月
五
日
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
贈
王
園
、
五
首
〔
録
二
〕　　
芥
屋　
石
井
亮
〔
小
樽
〕
百
年
食
硯
不
言
饑　
　
百
年　
硯
を
食
ら
い
て　
饑
え
た
り
と
言
わ
ず
一
事
雲
煙
有
是
非　
　
一
に
雲
煙
を
事
と
し
て　
是
非
〔
評
論
す
る
こ
と
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
り
湖
海
優
游
随
処
適　
　
湖
海　
優
游
し
て　
随
処
に
適
い
生
涯
蕭
散
似
君
稀　
　
生
涯　
蕭
散
〔
ゆ
っ
た
り
落
ち
着
い
て
い
る
〕
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と　
君
に
似
た
る
は
稀
な
り
談
到
寗
波
懐
橘
日　
　
寗
波
に
談
り
到
り
て　
橘
を
懐
わ
ん
日
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蒼
茫
客
思
堕
帰
船　
　
蒼
茫
た
る
客
思　
帰
船
に
堕
ち
ん
蓴
鱸
水
国
足
風
味　
　
蓴
鱸　
水
国　
風
味　
足
ら
ん
惆
悵
茘
枝
三
十
年
　11　
　
茘
枝
を
惆
悵
す
る
こ
と
三
十
年
な
ら
ん
　
第
三
首
の
「
食
硯
」
は
寧
波
天
一
閣
蔵
の
王
治
本
の
「
文
」
の
稿
本
「
食
硯
斎
文
稿
」
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
語
で
、
文
筆
で
生
計
を
維
持
し
て
い
る
彼
自
身
の
生
涯
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、芥
屋
は
こ
の
語
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
し
量
ら
れ
る
。
第
四
首
の
「
寗
（
寧
）
波
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
王
治
本
の
故
郷
で
あ
り
、
「
懐
橘
」
に
は
『
三
国
志
』
陸
績
伝
の
故
事
に
基
づ
き
、「
親しん
を
思
う
、
親
に
孝
養
を
尽
く
す
」
意
味
が
あ
る
。
末
句
に
つ
い
て
は
、「
茘
枝
」
の
語
を
「
～
年
」
と
い
う
表
現
と
と
も
に
用
い
た
次
の
よ
う
な
詞
句
・
詩
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
王
が
望
郷
の
念
を
三
十
年
に
わ
た
っ
て
抱
き
続
け
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
た
も
の
と
見
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
八
年
不
見
茘
枝
紅
、腸
断
故
園
東
。（
宋
）
張
元
干
「
漁
父
家
風　
訴
衷
情
令
」）
　
　
幾
年
惆
悵
茘
枝
紅
。（
宋
）
趙
蕃
「
送
何
叔
信
三
首
」
其
一
）
　
王
治
本
の
作
の
方
は
、
判
読
し
に
く
い
字
が
含
ま
れ
る
の
は
第
一
首
だ
け
で
あ
る
。
他
の
四
首
を
す
べ
て
掲
げ
よ
う
。
　
　
　
　
和
芥
屋
詞
兄
郢
政　
　
園　
王
治
本
　
　
絶
妙
新
詞
叉
手
成　
　
絶
妙
な
る
新
詞　
手
を
叉
み
て
〔
た
や
す
く
〕
成
り
　
　
毎
逢
勝
処
徧
題
名　
　
勝
処
に
逢
う
毎
に
徧
く
名
を
題
す
　
　
北
溟
不
少
佳
山
水　
　
北
溟
は　
佳
き
山
水　
少
な
か
ら
ず
　
　
筆
底
煙
霞
萬
象
呈　
　
筆
底　
煙
霞　
萬
象
を
呈
す
　
　
学
道
何
憂
口
腹
飢　
　
道
を
学
ば
ば　
何
ぞ
憂
え
ん　
口
腹　
飢
う
る
を
　
　
本
来
無
是
亦
無
非　
　
本
来　
是　
無
く　
亦　
非
も
無
し
　
　
喩
言
一
屋
繊
如
芥　
　
喩
え
て
言
わ
ば　
一
屋
は
繊
さ
き
こ
と
芥
の
如
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
も
　
　
箇
裡
禅
機
悟
者
稀　
　
箇その
裡うち
の
禅
機　
悟
る
者　
稀
な
り
　
　
狗
嶽
峰
頭
望
海
天　
　
狗
嶽
峰
〔
天
狗
山
〕
頭　
海
天
を
望
め
ば
　
　
赤
巖
明
月
放
游
船　
　
赤
巖
の
明
月　
游
船　
放ゆ
く
　
　
間
未
撿
点
奚
嚢
句　
　
間
〔
の
ん
び
り
〕
に
し
て
未
だ
奚
嚢
〔
詩
嚢
〕
の
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
撿
点
せ
ず
　
　
恰
喜
吟
篇
勝
当
年　
　
恰かえ
っ
て
喜
ぶ　
吟
篇　
当
年
に
勝
る
を
　
　
聯
吟
喜
効
柏
梁
臺　
　
聯
吟
は
柏
梁
臺 
に
効
う
を
喜
ぶ
　
　
陶
令
山
公
亦
妙
才　
　
陶
令　
山
公
も　
亦　
妙
才
　
　
翰
墨
天
涯
縁
夙
契　
　
翰
墨
の
天
涯
は
夙
契
〔
前
世
の
因
縁
〕
に
縁
る
　
　
馬
当
風
力
送
儂
来　
　
馬
当
の
風
力　
儂われ
を
送
り
て
来
ら
し
む
　
第
五
首
承
句
の
「
陶
令
山
公
」
は
本
来
な
ら
晋
の
陶
淵
明
と
山
濤
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
一
首
の
後
に
「
陶
令
謂
静
淵
山
公
謂
加
陽
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
静
淵
は
添
田
静
淵
（
一
八
四
八
～
？
）、
加
陽
は
山
田
加
陽
（
一
八
六
一
～
？
） 
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
添
田
は
水
戸
藩
士
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
弼
た
す
く
が
そ
の
名
、
十
七
年
に
函
館
県
属
と
な
り
、
そ
の
後
、
函
館
区
長
や
道
内
各
地
の
郡
長
を
歴
任
、
三
十
年
に
退
官
後
、
小
樽
銀
行
取
締
役
、
そ
の
後
、
北
海
道
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銀
行
頭
取
を
務
め
た
人
で
、「
文
藻
に
富
み
殊
に
詩
に
巧
み
」
だ
っ
た
　13
。
山
田 
は
、
文
太
郎
が
そ
の
名
、
金
沢
の
出
身
で
　14
、
当
時
小
樽
中
学
校
教
諭
を
務
め
て
い
た
。
起
句
と
合
わ
せ
て
見
て
み
る
と
、
王
治
本
は
小
樽
で
芥
屋
・
静
淵
・
加
陽
の
三
人
と
聯
句
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
附
説
【
な
お
、山
田
加
陽
は
函
館
中
学
校
教
諭
を
務
め
て
い
た
三
十
三
年
当
時
、
『
函
館
毎
日
新
聞
』
詞
壇
の
選
評
を
担
当
し
て
い
た
が
、
同
年
五
月
十
二
日
の
同
紙
同
欄
に
「
一
笑
毀
誉
軽
、
浩
歌
対
酒
觥
。
前
愁
懐
折
柳
、
再
会
快
聴
鶯
。
毛
野
歓
尤
好
、
尾
湾
夢
未
醒
。
曾
遊
感
無
極
、
難
尽
十
年
情
。」〔
一
笑
す
れ
ば
毀
誉
は
軽
し
。浩
歌
し
て
酒
觥
に
対
せ
ん
。前
愁　
折
柳
を
懐
う
。再
会　
快
く
鶯
を
聴
く
。
毛
野　
歓　
尤
も
好
し
。
尾
湾　
夢　
未
だ
醒
め
ず
。
曾
遊　
感　
極
ま
り
無
く
、
尽
く
し
難
し　
十
年
の
情
。〕
と
の
詩
句
か
ら
成
る
、「
席
上
賦
贈
王
治
本
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
自
作
を
、
王
治
本
の
評
と
併
せ
て
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
詩
題
と
詩
句
か
ら
想
定
で
き
る
の
は
、
加
陽
が
十
年
ほ
ど
前
に
、
群
馬
県
か
ら
栃
木
県
南
部
に
か
け
て
の
地
域
（
毛
野
）
及
び
石
川
県
の
七
尾
湾
（
尾
湾
）
で
王
治
本
と
交
流
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、『
函
館
毎
日
新
聞
』
詞
壇
担
当
時
の
加
陽
の
掲
載
作
品
に
、
王
治
本
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
徴
証
が
複
数
あ
る
が
、
詳
細
は
今
後
言
及
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
機
会
を
待
つ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
筆
者
の
今
日
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
王
治
本
が
「
毛
野
」
地
方
へ
行
っ
た
の
は
二
十
七
年
前
半
、
七
尾
湾
へ
行
っ
た
の
は
、
十
六
年
と
三
十
八
年
で
あ
る
。】
　
第
五
首
結
句
の
馬
当
は
現
在
の
江
西
省
に
あ
り
長
江
に
臨
む
山
の
名
で
、
唐
代
、
神
童
を
も
っ
て
聞
こ
え
た
十
三
歳
の
王
勃
が
、
舟
で
馬
当
山
下
に
至
っ
た
時
、
重
陽
節
に
当
た
る
翌
日
に
南
昌
都
督
が
客
人
に
「
滕
王
閣
序
」
の
文
を
作
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、七
百
餘
里
（
約
三
百
五
十
キ
ロ
）
も
隔
た
っ
て
い
る
か
ら
間
に
合
わ
ぬ
と
悔
し
が
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
る
老
人
（
中
元
水
府
の
神
）
が
風
を
起
こ
し
、翌
朝
に
は
南
昌
に
至
ら
せ
、王
勃
は
見
事
な
「
滕
王
閣
序
」
の
文
を
披
露
し
て
、
お
ほ
め
に
預
か
っ
た
と
い
う
故
事
　15
を
、
こ
の
句
は
踏
ま
え
て
い
る
。
　
詩
句
の
後
に
は
、
芥
屋
の
次
の
よ
う
な
識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。
王
君
把
原
作
激
賞
不
措
、
我
面
為
発
赤
、
和
什
一
二
比
擬
過
当
、
却
是
夫
子
自
道
、
稀
韻
斡
旋
余
名
字
、
頗
服
竦
　16
手
。
其
餘
雖
寔
録
、
顧
而
嘆
吾
輩
詩
囊
之
索
寞
也
久
矣
。
幸
有
馬
当
風
力
送
君
来
、
日
夕
追
陪
清
興
頓
添
。
此
如
　17
風
縁
憾
訂
得
甚
晩
耳
。〔
王
君
は
原
作
を
激
賞
し
て
措
か
ず
、
我
が
面　
為
に
発
し
て
赤
し
。
和
什
の
一
二
は
比
擬　
過
当
に
し
て
、
却
っ
て
是
れ
夫
子
自
ら
道
え
り
　18
。
稀
韻
は
余
が
名
字
を
斡
旋
す
。
頗
る
竦ママ
手
に
服
す
。
其
の
餘
は
寔
録
と
雖
も
、
顧
み
て
吾
が
輩
の
詩
囊
の
索
寞
た
る
を
嘆
く
や
久
し
。
幸
い
に
馬
当
の
風
力
の
君
を
送
り
て
来
ら
し
む
る
有
り
、
日
夕
追
陪
し　
清
興　
頓
に
添くわ
わ
る
。
此
か
く
の
如
ご
と
き
風
縁　
訂
ぶ
こ
と
甚
だ
晩
か
り
し
を
憾
む
の
み
。〕　　
　
芥
屋　
石
井
亮　
拝
読
　
　
二
、
札
幌
㈠
十
月
二
十
五
日
、
新
居
湘
香　
敬
山
楼
訪
問
　
王
治
本
は
札
幌
に
は
十
月
二
十
五
日
ま
で
に
は
到
着
し
て
い
る
。
後
で
言
及
す
る
泉
百
道
の『
北
海
』十
月
二
十
八
日「
文
苑
」所
載
の
詩
の
序
に
よ
れ
ば
、『
北
海
』
に
王
治
本
「
来
幌
府
」
の
報
道
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
目
睹
し
て
い
な
い
。
　
『
北
海
』
で
確
認
で
き
る
王
治
本
と
札
幌
の
人
々
と
の
詩
文
交
流
で
、
最
も
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早
い
の
は
、
十
月
三
十
日
の
同
紙
「
文
苑
」
所
載
の
、
新
居
湘
香
（
一
八
四
九
～
一
九
一
七
）
が
重
陽
節
（
こ
の
年
は
十
月
二
十
六
日
だ
っ
た
）
の
前
日
の
十
月
二
十
五
日
（
雨
天
だ
っ
た
）
に
王
治
本
を
そ
の
宿
舎
、
敬
山
楼
（
山
形
屋
別
館
）
に
訪
ね
て
行
お
こ
な
っ
た
唱
酬
で
あ
る
。
新
居
湘
香
は
、
敦
二
郎
が
そ
の
名
。
徳
島
の
出
身
。
三
十
六
年
九
月
か
ら
、
招
か
れ
て
札
幌
農
学
校
で
漢
学
の
教
師
と
し
て
勤
め
て
い
た
。
　
ま
ず
、
湘
香
の
作
（
三
首
連
作
）
の
第
二
首
と
第
三
首
を
挙
げ
よ
う
。
重
陽
前
一
夕
訪
王
漆
園
先
生
于
敬
山
楼
是
日
雨　
其
二
　
　
　
湘
香　
新
居　
敦
奚
囊
錦
繡
自
離
披　
　
奚
囊　
錦
繡　
自おの
ず
か
ら
離
披
〔
多
く
盛
ん
〕
た
り
唱
出
蝦
洲
新
竹
枝　
　
唱
い
出
だ
す　
蝦
洲
〔
蝦
夷
地
〕　
新
竹
枝
別
有
胸
中
経
済
富　
　
別
に　
胸
中　
経
済
〔
経
世
済
民
の
才
幹
〕
の
富
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
有
り
向
人
能
吐
幾
多
奇　
　
人
に
向
か
い
て
能
く
吐
く　
幾
多
か
奇
な
る
　19
文
字
堪
欣
有
宿
縁　
　
文
字　
欣
ぶ
に
堪
え
た
り　
宿
縁　
有
る
を
黄
花
時
節
遇
真
仙　
　
黄
花
の
時
節　
真
仙
に
遇
い
ぬ
樽
前
下
筆
皆
金
玉　
　
樽
前　
筆
を
下
ろ
せ
ば　
皆　
金
玉
雨
打
重
陽
不
索
然　
　
雨
に
打
た
る
る
重
陽
も
索
然
た
ら
ず
　
次
に
、
王
治
本
の
次
韻
詩
を
挙
げ
よ
う
。
　
　
　
　
次
韻
答
贈
湘
香
詞
宗
先
生
並
乞
敲
正　
　
園　
王　
治
本
新
吟
到
手
歎
才
高　
　
新
吟　
手
に
到
り
て　
歎
ず　
才　
高
く
不
負
詩
中
一
世
豪　
　
詩
中
一
世
の
豪
に
負
か
ざ
る
こ
と
風
雨
旅
牕
労
枉
顧　
　
風
雨
の
旅
牕　
枉
げ
て
顧
お
と
ず
る
る
を
労
い
竹
鑪
煎
茗
試
湯
濤　
　
竹
鑪　
茗
を
煎
じ
て
湯
濤
を
試
み
ん
豪
懐
未
易
向
人
披　
　
豪
懐　
未
だ
人
に
向
か
い
て
披
き
易
か
ら
ず
吞
吐
風
雲
筆
一
枝　
　
風
雲
を
吞
吐
す
る　
筆
一
枝
北
海
道
歌
三
十
韻　
　
北
海
道
歌
三
十
韻
論
今
討
古
善
捜
奇　
　
今
を
論
じ
古
を
討
ね
て　
善
く
奇
を
捜
す
萍
飄
蓬
泊
亦
良
縁　
　
萍
飄
蓬
泊
も
亦　
良
縁
邂
逅
喜
多
詩
酒
仙　
　
邂
逅　
喜
ぶ　
詩
酒
仙　
多
き
を
自
昔
同
文
聯
夙
好　
　
昔
よ
り
同
文　
夙
好
〔
旧
交
〕　
聯
な
る
献
経
我
覚
媿
奝
然　
　
経
を
献
ず
る　
我
は
覚
ゆ　
奝
然
に
媿
ず
る
を
　
第
一
首
承
句
は
、
唐
の
劉
禹
錫
が
「
九
日
登
高
」
詩
の
中
で
「
糕
」
の
字
を
使
う
べ
き
と
こ
ろ
に
「
高
」
の
字
（「
糕
」
と
「
高
」
は
同
音
）
を
使
っ
た
と
し
て
、後
に
北
宋
の
宋
祁
に
揶
揄
さ
れ
、「
劉
郎
不
敢
題
糕
字
、虚
負
詩
中
一
世
豪
」
と
詠
ま
れ
た
と
い
う
故
事
（
羅
大
経
『
鶴
林
玉
露
』
乙
篇
巻
三
）
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
湘
香
の
詩
才
を
讃
え
る
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
　
第
二
首
転
句
の
「
北
海
道
歌
」
は
、『
北
海
』
三
十
七
年
十
二
月
二
日
の
「
文
苑
」
所
載
の
十
四
首
が
そ
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
　20
。
　
第
三
首
結
句
は
、
永
観
元
年
（
九
八
三
）、
弟
子
を
伴
い
、
宋
の
商
人
の
船
に
便
乗
し
て
中
国
に
渡
り
、
天
台
山
や
五
台
山
巡
礼
の
ほ
か
、
時
の
天
子
太
宗
に
日
本
の
書
籍
を
献
上
し
た
り
、
数
多
く
の
仏
典
を
下
賜
さ
れ
た
り
し
た
、
東
大
― 41 ―
寺
の
僧
奝
然
の
故
事
（『
宋
史
』
日
本
伝
な
ど
）　21
を
踏
ま
え
て
い
る
。
王
治
本
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
日
本
へ
の
貢
献
は
、
奝
然
の
中
国
へ
の
貢
献
に
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
見
劣
り
が
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
詩
の
文
面
だ
け
を
見
て
い
る
我
々
読
者
に
と
っ
て
は
や
や
唐
突
な
感
じ
の
す
る
表
現
だ
が
、
こ
の
時
の
二
人
の
や
り
取
り
に
こ
の
表
現
に
つ
な
が
る
よ
う
な
話
の
流
れ
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（
未
完
）
　
　
　
注
１　
王
治
本
と
矢
土
錦
山
の
交
流
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
矢
土
氏
澹
園
を
訪
れ
た
清
国
文
人
―
王
治
本
と
阮
丙
炎
」（『
書
論
』
第
四
十
四
号
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
２　
こ
の
「
狥
」
は
「
狗
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。「
狗
峯
」
は
第
一
首
に
見
え
る
天
狗
山
の
こ
と
だ
ろ
う
。
３　
こ
こ
が
「
神
」
で
は
、
押
韻
し
な
い
の
で
、
誤
り
だ
と
思
わ
れ
る
。
４　
こ
の
「
明
」
は
「
朋
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
５　
垣
田
一
郎
『
小
樽
便
覧
』、
信
龍
館
、
三
十
九
年
六
月
。
６　
詳
し
く
は
井
上
高
聡
「
札
幌
農
学
校
開
校
の
こ
ろ
の
北
海
道
―
―
三
条
実
美
太
政
大
臣
北
巡
を
手
掛
か
り
に
―
―
」、『
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館
年
報
』
第
八
号
、
二
〇
一
三
年
。
７　
浪
越
重
隆
著
述
兼
発
行
『
小
樽
案
内
』（
四
十
一
年
）
七
十
一
頁
。
桂
陵
と
号
し
た
人
と
し
て
は
結
城
礼
一
郎
（
一
八
七
八
～
一
九
三
九
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
比
定
で
き
る
か
否
か
不
明
。
ち
な
み
に
、
桂
陵
散
史
が
選
ん
だ
十
二
勝
は
、
赤
巖
游
鷗
・
高
嶋
漁
歌
・
花
園
嬉
春
・
波
堤
峭
帆
・
宮
阜
凉
月
・
勝
川
驟
雨
・
龍
徳
清
梵
・
月
陵
吟
虫
・
蘿
渓
霜
葉
・
天
宮
奇
跡
・
神
居
驚
濤
・
狗
嶽
晴
雪
。
８　
団
坂
は
明
治
時
代
、
菊
人
形
の
名
所
だ
っ
た
、
東
京
の
団
子
坂
（
現
在
の
文
京
区
千
駄
木
か
ら
谷
中
・
上
野
に
通
じ
る
坂
）
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。「
陶
節
」
は
も
ち
ろ
ん
、
「
菊
を
東
籬
の
下
に
采
」
っ
た
（「
飲
酒
」
其
五
）
陶
淵
明
の
こ
と
。
９　
こ
の
作
品
は
『
菱
崖
詩
鈔
』
に
も
載
り
（
題
は
「
菱
崖
六
六
盧
小
集
聯
吟
作
三
絶
」）、
こ
の
「
倒
」
を
「
到
」
に
作
る
。
10　
小
笠
原
辰
治
（
小
樽
市
稲
穂
町
西
四
ノ
十
一
）
著
作
兼
発
行
『
菱
崖
詩
鈔
』（
一
九
四
二
年
）
自
序
。
11　
切
抜
で
は
、
第
三
首
承
句
の
「
有
」
は
「
自
」
の
よ
う
に
も
、
第
四
首
承
句
の
「
堕
」
は
「
随
」
の
よ
う
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
12　
柏
梁
臺
が
完
成
し
た
時
、
漢
の
武
帝
が
群
臣
を
集
め
て
作
ら
せ
た
と
言
わ
れ
る
初
め
て
の
聯
句
の
こ
と
。
13　
北
海
道
図
書
出
版
合
資
会
社
編
輯
局
編
『
北
海
道
立
志
編
』
第
一
巻
（
北
海
道
図
書
、
三
十
六
・
三
十
七
年
）、
金
子
郡
平
・
高
野
隆
之
編
『
北
海
道
人
名
辞
書
』（
北
海
道
人
名
辞
書
編
纂
事
務
所
、
一
九
一
四
年
）。
14　
『
百
花
欄
』
第
十
七
集
（
三
十
七
年
）「
作
家
姓
氏
」。
15　
王
勃
の
「
滕
王
閣
序
」
誕
生
に
関
す
る
伝
説
は
唐
代
以
来
、
少
し
ず
つ
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
プ
ロ
ッ
ト
が
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
だ
が
、
馬
当
山
が
出
て
く
る
の
は
南
宋
の
陳
元
靚
編
撰
『
歳
時
広
記
』
巻
三
十
五
「
記
滕
閣
」
か
ら
の
よ
う
で
、
さ
ら
に
明
の
馮
夢
龍
の
白
話
小
説
―
『
醒
世
恒
言
』
第
四
十
巻
「
馬
当
神
風
送
滕
王
閣
」
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
以
上
、譚
正
璧
編
『
三
言
両
拍
資
料
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
〇
年
）
五
六
三
～
五
六
九
頁
所
載
の
資
料
に
よ
る
。
16　
こ
の
「
竦
」
は
「
辣
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。「
辣
手
」
は
名
手
、
ベ
テ
ラ
ン
の
意
。
17　
こ
の
「
此
如
」
は
「
如
此
」
の
転
倒
か
と
疑
わ
れ
る
。
18　
こ
の
一
文
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、「
王
氏
の
唱
和
作
の
第
一
、二
首
は
あ
ま
り
に
も
高
い
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
で
は
な
く
、
王
氏
自
身
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。」
と
い
う
こ
と
。
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19　
こ
の
詩
の
後
半
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
王
治
本
は
詩
才
の
み
で
は
な
く
、
政
治
上
の
才
能
も
豊
か
で
、
こ
の
方
面
に
関
す
る
彼
の
話
は
ひ
ど
く
奇
抜
で
あ
る
（
も
し
く
は
優
れ
て
い
る
）
る
と
い
う
こ
と
か
。
20　
作
者
名
が「
葵
心
斎
」と
な
っ
て
い
る
が
、湘
香
が
室
名
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
21　
筆
者
は
、
奝
然
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
日
中
文
化
交
流
の
一
端
に
つ
い
て
は
、「
中
国
に
渡
っ
た
寛
建
と
そ
の
一
行
」（
武
庫
川
女
子
大
学
同
短
期
大
学
部
国
文
学
会
『
会
員
の
広
場
』
第
四
十
六
号
、
二
〇
〇
五
年
、
十
三
～
十
五
頁
）
と
題
す
る
短
文
に
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。
（
し
ば
た
・
き
よ
つ
ぐ　
本
学
名
誉
教
授
）
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